
［お申し込み方法］

WEBサイト（ https://epohok.jp/event/10513 ）をご利用いただくか、裏面のFAX申込

用紙、Ｅメール、電話をご利用ください。お申し込みの際は＜氏名・ご所属・連絡先（Ｅ

メール・電話番号）・白書を読む会参加経験の有無＞をお知らせください。

環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）担当：福田、溝渕

TEL：011-596-0921 FAX：011-596-0931 WEB：http://epohok.jp/

Ｅメール：epoh-webadmin@epohok.jp

［主 催］環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）

NPO法人北海道環境カウンセラー協会、環境省北海道地方環境事務所、北海道

［協 力］札幌市環境プラザ（指定管理者：公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会）

札幌市

令和元年度環境白書を読む会
～地域の未来をひらく「地域循環共生圏」～

札幌市環境プラザ 環境研修室１・２
（札幌市北区北８条西３丁目 札幌エルプラザ公共４施設 ２階）

場

所

2019年 8 月 19 日 (月)日

時 14:00～17:00 (開場 13:30)

令和元年版環境白書を、広く多くの皆さんに知っていただくため「令和元年度環境白書を

読む会」を開催します。今年の環境白書のテーマは「持続可能な未来のための地域循環共

生圏－気候変動対策への適応とプラスチック資源循環の取組－」です。

「地域循環共生圏」とは、地域固有の資源を活かしながらビジネスの創出や生活の質を高

め、その資源を持続的に循環させ、自立・分散型のエリアを形成する考え方であり、地域

活性化の糸口になることが期待されています。環境白書を読む会では現在環境省が注力し

て取り組んでいる「地域循環共生圏」を中心に、海洋プラスチックごみ問題の対策や気候

変動適応策について環境省担当者から解説を行います。

また講師に川久保 俊氏をお招きして、SDGs（持続可能な開発目標）の活用による複数の

課題を同時解決する考え方や、国内の自治体によるSDGsの取り組みについてご講演をいた

だき、環境・経済・社会の統合的向上を目指す「地域循環共生圏」をイメージできるよう、

参加者の理解を深めます。 ※道民カレッジ連携講座として実施します。

●令和元年版 環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書

http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/

・SDGs（持続可能な開発目標）が自治体を変える

講師：川久保 俊氏（法政大学デザイン工学部建築学科准教授）

・環境白書を読む会

令和元年版 環境白書を読み解く ～「地域循環共生圏」を中心に～

解説：環境省大臣官房環境計画課企画調査室

・意見交換・質疑応答

プ
ロ
グ
ラ
ム

定員５０名
参加費無料！



札幌開催 令和元年度 環境白書を読む会 ＦＡＸ申込用紙

氏名（ふりがな）

ご所属 Eメール

電話番号過去に環境白書を読む会に
参加されたことはありますか

はい ／ いいえ

※ WEBサイト・Eメール・お電話からのお申し込みも可能です。

💻 https://epohok.jp/event/10513 ✉ epoh-webadmin@epohok.jp

☎ 011-596-0921

※令和元年版環境白書の内容やSDGsについて、ご質問などがございましたら、下欄にご記入いただき、

事前にご送付ください。当日の解説の参考にさせていただきます。事前質問は７月30日（月）まで

にお寄せください。

※令和元年版 環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書

http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/

FAX送信先：011-596-0931 申込締切：8月15日（木）

※担当業務外の質問に対して詳しい回答ができない場合や、時間の都合上、いただいた質問等に回答ができない

場合がございます。ご了承ください。

本申込用紙にご記入いただいた個人情報につきましては、「令和元年度環境白書を読む会」における受付事務 及

び 情報提供のみに使用し、責任をもって管理いたします。

なお、入場票の発送等の事前連絡はいたしません。申込後、当日会場へお越しください。申込多数によりご参加

いただけない場合には、事務局よりその旨、ご連絡いたします。

川久保 俊 氏（法政大学デザイン工学部建築学科准教授）

1985年、長崎県生まれ。研究対象領域は建築・都市環境工学。環境工学の視点から未来の

あるべき建築・都市像を探求している。

世界の共通言語であるSDGsを活かした建築・都市づくりを研究しており、全国の自治体に

おけるSDGs達成に向けた取組状況の調査(データベースの作成)やSDGsを活かした計画策

定の支援(支援ツールの開発)等に取り組んでいる。

また、一般財団法人建築環境・省エネルギー機構が公表した「わたしたちにとってのSDGs

（持続可能な開発目標）導入ガイド」の執筆や、自治体のSDGsへの取り組み事例を可視化

した「ローカルSDGsプラットフォーム」の開発等、ローカルSDGsの策定支援に携わる。

講師プロフィール


